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祇園祭－都市の災害と祭り－
• 平安京の都市としての発展と共に、衛生面での問題が生ずる。
• とりわけ、梅雨の時期の水害とそれに伴う疫病の蔓延は、
人々を苦しめた。

• これを怨霊の祟りや疫神の仕業と考える。
⇒臨時的な御霊会(出雲路・船岡・紫野・衣笠・東寺・西寺・祇園)

• 869年、矛66本を立て、祇園社から神泉苑へ神輿を送る。
⇒祇園御霊会の発祥(貞観11年説)
• その後、幾度もの疫病流行や戦乱などを乗り越えながら、京
都の街の発展と共に歩み続けている。

• 風流行事として発達した山鉾行事は、国指定重要無形民俗文
化財(1979年)、ユネスコ無形文化遺産(2009年)となっている。

⇒室町界隈の町人文化の結晶であり、災厄への忌避に対する
都市民の祈りの象徴でもある。 2



2020年の祇園祭
• 新型コロナの流行を受け、2020年
の祇園祭は、大幅に縮小して執行。

• 多くの人々を集める山鉾行事や神
輿渡御など、多くの行事が中止。

• 風流・神賑わいか？ 神事か？
参考）近代以降の山鉾巡行の中止・延期
• 明12：コレラ流行のため11月に延期
• 明17：大雨のため中断・延期
• 明19：コレラ流行のため11月に延期
• 明20：コレラ流行の恐れのため5月に実施
• 明28：コレラ流行のため10月に延期
• 明45：明治天皇崩御のため後祭中止
• 大2：明治天皇喪中のため8月に延期
• 大3：皇太后崩御のため8月に延期
• 昭18~21：戦争激化・戦後の混乱のため中止
• 昭37：阪急地下工事のため中止

八坂神社HPより
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祇園祭デジタル・ミュージアム2020
－祇園祭の過去・現在・未来－

• ARCのプロジェクトや国内外の博
物館・研究機関との連携により、
祇園祭に関する様々な研究成果を
これまで蓄積してきた。

• この状況を受けて、地域の関係者
や一般の人々に、成果を還元する。

• 国内外のより多くの人々に祇園祭
を体感してもらう機会を与えたい。

• 7月1日よりWEBサイトを公開。
⇒5,083アクセス(17日まで・日英合算)

28,462ページビュー
• バーチャルな時空間上で、祇園祭
の歴史や現状、未来への可能性な
どを学び、体感し、多くの知識や
興味、関心を養ってもらう。

https://www.arc.ritsumei.ac.jp/lib/vm/gionfestivalDM/
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祇園祭デジタル・ミュージアム2020の構成

デジタル・コンテンツ

バーチャル京都２Dマップ ARC
バーチャル・インスティテュート

バーチャル京都３Dマップ

画像・動画・音声

時空間情報として
紐付ける
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注目のコンテンツ
• 懸装品の高精細画像

• 昭和初期の巡行映像

• 各山鉾町や弓矢町、長江家の古文書

• 祇園祭関連の絵画

• 祇園祭関連の古写真

• 洛中洛外図屏風・祭礼図屏風

• 海外の美術館・博物館・大学の所蔵品

• 町並み・山鉾などの3次元モデル

• 祇園囃子・わらべうたの収録データ

• 長江家住宅の屏風飾り

• 弓矢町の武具飾り

• 『バーチャル歴史京都AR』（7月14日～）

• Web座談会（7月19日PM）

etc.

古写真(3,200)、戦前動画(10)、現在の動画・CG(20)、絵画(100)、古典籍(20)、古文書(400)、
懸装品・装飾品（70）、屏風(15)、音声(50)、地理空間情報(70)、その他の長江家資料(50)
など…
計 4,000以上のコンテンツ

【ARCバーチャル・インスティテュート＋ArcGIS Onlineの活用】 6



祇園祭デジタル・ミュージアム2020
を利用した「祇園祭と災害」研究

• 「祇園祭デジタル・ミュージアム2020」は、研究成果や
研究資源の共有という面で、オープンサイエンスの推進
の意味でも重要な役割を担える。

• デジタル・ミュージアムのコンテンツを利用し、「祇園
祭と災害」をテーマとした研究事例を示す。

• 1864（元治元）年の禁門の変に伴う、元治の大火（どん
どん焼け）における山鉾行事への被害とそこからの復興
についてみていく。
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元治の大火の被害範囲と山鉾分布

「2D・3Dマップ」＞＞「バーチャル京都2D－祇園祭の祭礼空間－」より
使用レイヤー「山鉾」、「山鉾巡行路（1955年以前）」、「本志らへ元治元子年京大焼之図（歴史都市防災研究所所蔵）」
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橋弁慶町文書「山鉾焼失調書写」
(hsbkcm092-1)

「橋弁慶山・大船鉾・鷹山」＞＞「橋弁慶山」＞＞「橋弁慶町文書」より
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橋弁慶山
覚
橋弁慶山

一牛若殿御小袖御召替共々不残焼失
一金幣弐対并宵錺金幣共焼失
一黒塗山抱棒大五本小四本共
右之通焼失仕候
此外別条無御座候此段御断奉申上候
以上

子八月蛸薬師室町東入町
年寄新兵衛

橋弁慶町文書「山鉾焼失調書写」
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鯉山

覚
一此度山錺り附焼失御尋ニ付
鯉并本錺り見送り前掛両脇掛
右持逃候ニ付焼残り其外土蔵共不残焼失仕候ニ付
此段御答奉申上候以上

元治元子年八月
室町通六角下ル町
子八月鯉山町
年寄與兵衛

橋弁慶町文書「山鉾焼失調書写」
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南観音山

一南観音山

右此度大火ニ付焼失有無御尋ニ付取調申候処
木栖者土蔵共相残り申候得共錺り之分町中江分候而預

り罷在候品々彼是焼失仕候間凡四分通り之焼失ニ相當り
可申候
右之通ニ御座候以上

元治元年子八月
新町通り蛸薬師下ル
南観音山町
年寄半六

橋弁慶町文書「山鉾焼失調書写」
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大船鉾
口上覺
新町通四条下ル
十四日船鉾
右船鉾義南北両町持御座候所鉾土蔵無
之仮小家ニ入置ニ付此度類焼損仕候乍去
銅巻見送リ之類ハ家々土蔵ニ割預リ在之候ニ付相残リ御座候
南組金幣茂相残り御座候
北組龍之義者右小家ニ而焼損仕此段奉申上候以上

子八月十二日新町通四条下ル町
十四日船鉾北組
年寄暉太郎
同南組
年寄欠ニ付五人組治助

「橋弁慶山・大船鉾・鷹山」＞＞「大船鉾」＞＞「大船鉾の懸装品」より

橋弁慶町文書「山鉾焼失調書写」
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被害状況の差

「2D・3Dマップ」＞＞「バーチャル京都2D－祇園祭の祭礼空間－」より
使用レイヤー「山鉾」、「山鉾巡行路（1955年以前）」、「本志らへ元治元子年京大焼之図（歴史都市防災研究所所蔵）」、「山鉾町」

・被害が少なかった橋弁慶山
・山蔵共々焼失したが、重要な懸装品を持ち逃げた鯉山
・山蔵に入れてあった部材は残ったが、装飾品の4割？を焼失した南観音山
・鉾蔵が無く、ほとんどの部材を失った大船鉾

近接した地域の中でも火の
広がり方にムラがあった？

事前の防災対策に差があった？14



寄町制度の衰退と「山鉾行事」の始まり

• 山鉾町だけでなく、近世まで各
山鉾の経済的補助基盤となった
寄町も、多く被災した。

• これに明治期の町組改正も加わ
り、寄町制度が機能しなくなる。

• 新たな町組(元学区)単位での補
助制度が整えられる。

⇒後の清々講社の発足に繋がる。

• 祭礼の近代化
• 氏子全体で支える祭礼
⇒「祇園祭の山鉾行事」の始まり

「2D・3Dマップ」＞＞「バーチャル京都2D－祇園祭の祭礼空間－」より
使用レイヤー「山鉾」、「本志らへ元治元子年京大焼之図（歴史都市防災研究所所蔵）」、各山鉾の「寄町」
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町文書にみる
個別山鉾の復興の記録

「船鉾」＞＞「船鉾町文書」より
「船鉾車輪及合羽新造之記」

(公益財団法人祇園祭船鉾保存会)

非公開
「鯉山再濫觴記録」

(公益財団鯉山保存会)

各町の町文書データベースでは、個別の山鉾の復興に関わる記録も閲覧可能 16



『船鉾車輪及合羽新造之記』
『船鉾車輪及合羽新造費寄付者名録』

(公益財団法人祇園祭船鉾保存会：1892(明治25)年)

元治の大火による被害とその後の巡行不能について 17

「船鉾」＞＞「船鉾町文書」より



巡行復帰までの経緯車輪の新造に至る経緯と
委員の選定
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『船鉾車輪及合羽新造之記』
『船鉾車輪及合羽新造費寄付者名録』

(公益財団法人祇園祭船鉾保存会：1892(明治25)年)

「船鉾」＞＞「船鉾町文書」より



車輪新造費の寄付者と寄付額
補助金等の外部資金に頼らず100％町内関係者で411円の資金を集めた。

1892(明治25)年、この車輪新造事業によって、
船鉾は元治の大火からの完全復興を果す！ 19

『船鉾車輪及合羽新造之記』『船鉾車
輪及合羽新造費寄付者名録』

(公益財団法人祇園祭船鉾保存会：1892(明治25)年)

「船鉾」＞＞「船鉾町文書」より



鷹山の復興について
• 1826(文政9)年の巡行での大雨
による懸装品の被害を理由に、
翌年から巡行に参加しなく
なった鷹山。

• 元治の大火での被害もあり、
現在まで休み山として居祭を
続けている。

• その鷹山が、明治期の船鉾の
車輪などを譲り受けながら、
2022年の復興を目指している。

• 三条通新町東入る衣棚町の3D
マップ上に再現された鷹山3D
モデルの初公開。

「2D・3Dマップ」＞＞「バーチャル京都3D－鷹山と三条通－」より 20



おわりに
• 新型コロナによる疫災のなかで、多くの人々を集める行事
を中止としても、八坂神社の神事を行うことで、疫病退散
を祈願する祇園祭の本義は揺るがない。

• とはいっても、山鉾行事や神輿渡御のない京都の7月は、
やはり寂しいものである。

• 「祇園祭デジタル・ミュージアム2020」の公開を通して、
地元の寂しさを少しでも和らげ、祇園祭を魅力を国内外に
広く発信することで、来年度以降の祭りがより良いものと
なることを願う。

• それだけでなく、このデジタル・ミュージアムの多様なコ
ンテンツが研究資源として利用されることで、祇園祭研究
や京都市都心の地域研究が様々な角度から進展し、新たな
知見が生み出されることを期待する。
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